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（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 4月の催し物予定
4 月の休館日は、4日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■企画展「大昔のくらし～地域の歴史を探ろう　縄文・弥生・古墳時代～」　　4/9（土）～ 5/29（日）

第 2展示室　■企画展「大昔のくらし～地域の歴史を探ろう　縄文・弥生・古墳時代～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミュージアムトーク　 4/9（土）13：30 ～ 14：30

※三重県「県民の日」を記念して４月１６日（土）は、はにわ館入館無料！

第 1Ｇ　　　■NTT　OB　趣味の作品展 　　　  4/8（金）～ 10（日）　＊最終日は 15:00 まで　   

第 1,2,3Ｇ  ■第 13 回　合同水墨画展　　　　 4/12（火）～ 17（日）　＊初日は 13：00 から　＊最終日は 15：30 まで　　 　　　　　　

第 2Ｇ　　  ■小さな絵展   　　　　　       4/20（水）～ 24（日）  ＊最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　■アトリエらぴす展 　　　　     4/20（水）～ 24（日）　＊9:30 から　＊最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　　　■ギター製作家中出阪蔵展        4/23（土）～ 24（日） 　＊初日は 13：00 から　最終日は 16:00 まで

第 2Ｇ　　　■第 1回　魅惑の鳥たち　MNO6 人展　4/27（水）～ 5/1（日）　＊最終日は 15：00 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

【探してみよう、まちの文化財】

【２０年目の春…　　センターの歴史をひも解く】

　みなさんは文化財にどのようなイメージを持っていますか？

　高価なもの？博物館や美術館に厳重に保管されているもの？

　文化財と聞くと、目にする機会がめったに無い、非日常的なものに感じてしまうかもしれません。

でも、実は文化財はみなさんの身の回りにたくさんあふれています。例えば、松坂城跡や御城番屋敷

を見に行ったことがある人は多いのではないでしょうか。どちらも文化財です。夏に地元のかんこ踊

りに参加する人もいるでしょう。これも立派な文化財なんですよ※。他にも、このページには書き切

れないほど松阪市には文化財がたくさんあります。

　松阪市文化財センターでは、地中に埋まっていた「埋蔵文化財」を主に保管しています。色んな形

の土器や石器、精巧につくられた埴輪など種類もさまざまです。これらの文化財を、今年も展示やイ

ベントなどを通じて、みなさんに身近に感じていただけるように紹介していきます。

　気温も暖かくなってきて外に出やすくなった

この時期に市内の文化財巡りをしてみてはいか

がでしょうか。もちろん松阪市文化財センター

にも遊びに来てくださいね！ご来館をお待ちし

ております。（担当）

※現在、松阪市指定無形民俗文化財に笠松かんこ踊り、曽原かんこ踊り、新屋庄かんこ踊り、西野子踊り、三重県指定無

  形民俗文化財に猟師かんこ踊り、松ヶ崎かんこ踊り、小阿坂かんこ踊り、本郷かんこ踊りが指定されています。

　

【ギャラリー】　入場無料

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　

 こうか 　　　　　　　　　はくぶつかん　　びじゅつかん　　 げんじゅう　　ほかん

まつさかじょうあと　　 ご じょうばん やしき

　文化財センターが開所して以来、２０年目の春を迎えました。当初、

旧カネボウ綿糸松阪工場の赤レンガ倉庫を近代化建築として保存する

ために補修を行い、文化財の展示室、収蔵庫、地元の芸術愛好家のみな

さんの展覧会のための市民ギャラリーができました。

　これらは松阪市における埋蔵文化財の調査・研究、展示の拠点を作る

ことや、戦後まもなくのころから県下に先駆けるかたちで地元の画家た

ちの活動があり、県下の美術界をけん引してきた松阪に美術館の建設を

求める市民の願い、そして、レンガ倉庫の保存を願う市民の声がスパイ

ラルする中で、センターの誕生となったのです。はにわ館のオープンは

それから７年後のことであり、さらに、平成１７年１月の市町合併とと

もに、嬉野考古館と嬉野町埋蔵文化財センター（現在の嬉野整理所）が

加わっています。周辺の他の文化施設とともに文化ゾーンを形づくり、緑豊かな鈴の森公園を含めて雰囲気

のある落ち着いた空間です。文化の町、そしてキラリと光る松阪を象徴するエリアとなっています。

　ところで文化財センターそのものが登録博物館であることはあまり知られていないようです。はにわ館は

博物館の一部であり、レンガ倉庫は近代化建築の一つとして登録有形文化財に登録され、重要な展示資料です。

　４月のはにわ館では、常設展示「宝塚古墳の謎」とともに、４月９日から春季企画展－学習支援展示「大

昔のくらし」を開催します。大昔の人々の生活の営みや知恵をご覧ください。市民ギャラリーでは、市民の

皆さんの趣味の作品や水墨画、絵画、写真、そしてクラシックギターの展覧が続きます。ぜひ、お出かけく

ださい。（所長）

ワークショップ「アクセサリーをつくろう」

　　　　　　　　　　　　　　を開催します勾玉の付いたかわいいアクセサリーを

　　　一緒につくりませんか？

期間：４月２８日（木）～５月５日（木・こどもの日）

時間：午前１０時～午後３時（受付は２時３０分まで）

場所：文化財センター第３ギャラリー

参加費：１００円（材料費）

予約：不要
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文化財を探しに

　　でかけよう！

文化財センターに保管されている土器の一部
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